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技術相談 

提供可能技術： 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  
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近世イタリア領域国家の中央―地方関係 

 

「地方分権と財源委譲」は、現在の日本でも重要なト

ピックのひとつですが、中央政府と地方の現地勢力と

の権力の駆け引きには長い歴史があります。 

中世のイタリアでは何百もの都市国家がしのぎを

削っていましたが、近世になると、いくつかの有力な

領域国家が覇を競うようになります。ヴェネツィア共

和国もそのひとつとして北イタリアに支配領域を広げ

ていましたが、この領域国家の構造は近代以降の中

央集権国家とは性質の異なるものでした。国家全体

を統一する法律は存在せず、中央政府は地方のそ

れぞれの勢力と個別に条約を結び、中央政府が派遣

した行政官は、それぞれの条約と現地の法にしたが

って行政を統轄すると定められていました。中央政府

としては、いかにして順調に税を徴収するかが課題

であり、現地勢力にとっては、中央からの課税をうま

く回避して、逆に政府から自分たちの利益を引き出す

ことが課題でした。さらに現地の勢力間でも対立があ

り、都市との力関係で弱い立場にあった農村共同体

は、中央政府に訴えることで問題の是正を図ろうとし

ていたのです。（2018 年 3 月出版） 


